
脇之島児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 実施回数

乳幼児 817

小学生 0

中高生 0

大人 713

乳幼児 175

小学生 0

中高生 0

大人 148

乳幼児 226

小学生 6

中高生 3

大人 195

乳幼児 1

小学生 0

中高生 0

大人 80

乳幼児 140

小学生 74

中高生 0

大人 92

乳幼児 1289 乳幼児 1359

小学生 10 小学生 80

中高生 7 中高生 3

大人 1183 大人 1228

・小さい子でもできる活発な運動の機会を与えたいとの保護者意見も多く、
遊びながら体を動かせるトランポリンは好評だった。また、集団で遊ぶため
のルールや安全に遊ぶことなどを学習する機会にもなった。

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・
評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

参加人数 参加人数

・母親クラブの活動に対して多面的に協力してきた共催行事として「わくわく
キャンプ」「センターまつり」「クリスマス工作」など行った。乳幼児親子への
母親クラブの活動をPRし、若い世代の積極的な参加に協力していきたい。

17

1

【乳幼児クラブ】
・ベビーズクラブ
・わんわんクラブ
・ちびっこクラブ
・キンダークラブ

半期
各8回

【母親クラブ】
・定例会

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢
ごとの集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

小計 137

【体力増進】
・トランポリン

月2回程度

4

【英語】
・英語はおもちゃ

年3期
各5回

・英語を「おもちゃ」として捉え、歌や簡単な工作、スキンシップ遊びなど、親
子が英語に囲まれた環境で楽しく過ごせることを大切にした。ハロウィンな
ど外国のイベント遊びは異文化体験としても評判が良かった。

【企画行事】
・おはなしらんど
・幼稚園で遊ぼう
・園児工作
・親子で音あそび

12

月1回程度

・「園児工作」「幼稚園で遊ぼう」などの単発行事を行う際、事業告知の充実
と乳幼児親子世帯への広報力の弱点を補うべく、ホームページでのおたよ
り掲載や毎月のブログの更新、地域に向けてのおたより配布をおこなって
いる。
・「おはなしらんど」では、絵本・紙芝居・パネルシアターなどを使ったお話会
を開催し、そこから広がる「ごっこあそび」などを通して、子どもの想像力や
成長を促す活動を行った。地域の読み聞かせボランティアの協力もあり、
「毎回楽しみにしている」の声も聞かれた。

20

134

12

21

月1回

64

※２５年度から、事業参加人数を仕様書項目で重複して数えないように統一したため、平成２４年度の人数と単純比較はできません。

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

H25

・就園前の乳幼児親子を対象とし、発達に合わせた遊びを通して、子育て
支援をおこなった。季節の製作やプレゼント作りなどの手先を使った遊び、
トランポリン・サーキットのように身体を動かす遊び、関係機関の子育てお
役立ち講座などをバランスよく取り入れた。
・プレゼント作りでは、手形製作をおこない、「子どもの成長を感じる」「記念
になる」ととても好評だった。
・サーキットでは、登る・跳ぶ・バランスをとるなど発達によって差異が大き
い。どの子でも楽しめるよう様々な運動具を用いた。
・「交通安全のお話」では、隣接する駐在所のお巡りさんに、連れ去り防止
講話・新型パトカーの試乗のご協力を頂いた。“はたらくくるま”に興味を持
つ時期ということもあり、大変好評だった。
・目に見える活動だけでなく、乳幼児期から親子友達を作る事も重視した。
今後も共に育てていくという点で子どもだけでなく母親にとっても重要だと考
えている。その為クラブの活動が繋がりのきっかけとなるよう26年度も支援
を続けていきたい。



ねらい 実施回数 実施回数

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・
評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

参加人数 参加人数

乳幼児 18

小学生 1377

中高生 0

大人 14

乳幼児 30

小学生 69

中高生 1

大人 16

乳幼児 20

小学生 148

中高生 11

大人 33

乳幼児 115 乳幼児 68

小学生 1723 小学生 1594

中高生 26 中高生 12

大人 312 大人 63

・毎年恒例の「わくわくキャンプ」は募集と同時に満席となる盛況ぶりだっ
た。民生児童委員や母親クラブの皆さんに協力いただき、楽しいデイキャン
プを行う事ができた。他の行事でも縦割り学年で楽しめる企画を提供してい
きたい。

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【小学生クラブ】
・一輪車クラブ
・ファンシークラブ
・科学工作クラブ
・どれみクラブ
・もぐもぐクラブ
・ＪＭスタッフ

月2回
・

半期2回

小計

【企画行事】
・わくわくキャンプ
・小学生わいわいクリスマス会
・ネイチャーゲーム
・スイーツデコ　　　　　　他

月1回程度

【体力増進】
・トランポリン
・フィットネス!!

月3回程度

10

24

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

4 11

127

75

109

・「フィットネス」事業を行い、バランスボールやなわとび、跳び箱などを利用
して、体力増進事業に力を入れた。個人カードを作成し、各種の体力測定を
実施し記録をとった。毎月の実施で個人記録の向上も一人一人の励みと
なった。

・一輪車クラブでは、30名を超す大人数と技術力の高さを活かし、地域のお
祭・介護施設・セラミックパーク「子育て楽市楽座」・児童センターまつりで演
技披露した。発表の場を設けた事で、子どもが達成感や満足感を持つ事が
でき、また、練習にも精が出ていた。練習では、曲決めから振り付けまで子
ども達で考える事を大事にした。低学年は高学年に憧れを持ち、高学年は
低学年を助ける。これは異学年の関わりが持てる児童センターだからこそ
の姿だと保護者や地域の方にも感心して頂けた。
・ファンシークラブは、前後期各2回ずつ開催、女の子向けの簡単小物作り
をした。「くるみボタンの髪飾り作り」では、生地から子ども達で選び、普段使
いできるという点も大きく好評だった。その後も愛用する子どもの姿が印象
的だった。
・科学工作クラブでは、身近な物を使い、科学の楽しさに触れる事ができ
た。
・どれみクラブでは、文化会館にておこなわれた「ハッピーフェスタ」におい
て、川南5児童館合同で「こころのふるさと～たじみ～」の合唱を披露した。
作詞作曲の先生が脇之島在住の為、先生直々のご指導に子ども達の士気
も高まった。
・もぐもぐクラブでは、家でも作れる・楽しく食べる事に重きをおいておこなっ
た。調理室がない事と、参加者の殆どが低学年の為できる事が限られてい
たが、その中でも役割分担しながら一生懸命取り組む姿が見られた。メ
ニューについても毎回好評だった。
・JMスタッフでは、公園のゴミ・落ち葉拾いや老人ホームでの交流などをお
こなった。児童センター内だけでなく地域にも活動の場を広げ、安全に楽しく
過ごせている環境に感謝できるように配慮した。



ねらい 実施回数 実施回数

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・
評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

参加人数 参加人数

乳幼児 13

小学生 24

中高生 0

大人 16

乳幼児 26

小学生 56

中高生 2

大人 34

乳幼児 6

小学生 21

中高生 1

大人 6

乳幼児 4

小学生 18

中高生 0

大人 4

乳幼児 275

小学生 506

中高生 26

大人 367

乳幼児 749 乳幼児 324

小学生 1334 小学生 625

中高生 119 中高生 29

大人 1866 大人 427

19月2回程度

4 11 5

・今年度もコマあそびに挑戦した。伝承の遊びには教え合い、競い合い、学
び合う要素がたくさん含まれており、今後もコマの他にもいろいろな遊びを
広げていきたい。

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

・地域の老人会との共催で「七夕飾り」「花餅づくり」をおこなった。笹や花餅
につかう柳の枝の準備などもご一緒でき、幅広い交流になった。

1

【節句行事】
・端午の節句
・七夕の節句
・重陽の節句
・人日の節句
・上巳の節句

年5回

2

春季・秋季

・日本伝統の五節句行事を若い世代に受け継げるよう、節句のいわれや行
事の内容などをわかりやすく説明した。また、本物のひな人形や兜飾りを飾
り、節句を身近に感じられるように館内の装飾にも気をくばった。

【館イベント】
・入園・入学・進級お祝い会
・キッズinマーチ

年2回

・キッズinマーチでは、毎年の恒例となっている一輪車クラブの発表とビンゴ
大会をおこなった。ビンゴ大会においてはJMスタッフが司会進行を務め、た
くさんの来場者と一緒に大いに盛り上がった。

【伝承あそび】
・コマあそび

1月6日

・父の日・母の日の為「大切な人へのプレゼント」として工作を行った。革細
工などクオリティーを高め、愛着を持って使用できる作品に仕上げた。また
34区福祉委員会との共催で、、地域の高齢者に向けたプレゼントを製作し
てお届けした。

【プレゼントづくり】
・大切な人へのプレゼントづくり
・おじいちゃんおばあちゃんへのプ
レゼントづくり

1

32小計 36

【共催行事(地域行事)】
・絵本を楽しむ会
・児童センターまつり
・花もちづくり
・みんなでハロウィン!　　他

多
世
代
間
交
流
事
業

5



ねらい 実施回数 実施回数

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・
評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

参加人数 参加人数

乳幼児 12

小学生 21

中高生 0

大人 7

乳幼児 169

小学生 226

中高生 1

大人 96

乳幼児 32

小学生 101

中高生 4

大人 25

乳幼児 224 乳幼児 213

小学生 448 小学生 348

中高生 24 中高生 5

大人 111 大人 128

乳幼児 3

小学生 17

中高生 3

大人 1

乳幼児 19

小学生 58

中高生 2

大人 12

乳幼児 27 乳幼児 22

小学生 197 小学生 75

中高生 10 中高生 5

大人 72 大人 13

10

・館庭整備のボランティアでは、職員と一緒に草取りをしたり、砂場の石拾
い、花壇の水やりなどをした。また、雨の次の日には、中学生達が自ずから
水溜まりを埋め、遊びやすい館庭に整えてくれた。子どものボランティア精
神を今後も大切に受容していきたい。

【クリーン大作戦】
・玩具消毒
・館内外清掃
・草取り
・窓ふき　　他

4 11

【避難訓練・防犯防災訓練】
・火災訓練
・地震訓練
・不審者対応訓練

月1回

・避難訓練・防犯防災訓練を月1回実施した。訓練に併せて登録カード提出
の有無も確認し、実際に災害などが起こった時に困らないよう本番を想定し
ておこなった。

【企画行事】
・ぎふの木のおもちゃ貸し出し事
業
・こうさくらんど
・おりがみらんど
・チャレンジゲーム　　　他

各月1回程度

・「ぎふの木のおもちゃ貸し出し事業」では、県よりお借りした木製玩具で遊
ぶ機会を設けた。感触、匂い、色、形、重さなどじっくり木とふれあいながら、
造形の面でも子どもの想像力が発揮されていた。
・「チャレンジゲーム」では、缶つみやまちがいさがし、ストップウォッチ10秒
止めなど、自分自身にチャレンジするゲームを月替わりで行った。特に「缶
つみチャレンジ」が人気。集中力を育み達成感を得られる遊びで、子ども達
の自己肯定感を高めていきたい。
 ・「こうさくらんど」では、季節にあわせたテーマで製作をおこなった。制作の
簡単なものを用意して、誰が・いつ来ても楽しい児童センターである事を印
象付けた。今後も、持ち帰って家でも楽しんでいただけるような作品に仕上
げていきたい。
・「おりがみらんど」では、季節のおりがみをテーマにし、完成したものを館内
に飾ってもらえるような作品を提案した。四季折々の作品が参加者のみなら
ず、来館者を楽しませることもできた。

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【季節行事】
・こいのぼり
・笹飾り
・ツリーを飾ろう
・かるた大会

年4回程度

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

小計

・児童センターでは季節に沿った窓装飾をした。毎度職員が作成したベース
に子どものオリジナリティを加え、「遊びに来る度装飾が変わっているので、
見るのが楽しみ」と、来館者の楽しみの1つとなっていた。

4

77

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

1

【その他のボランティア活動】
・歩道清掃
・館庭整備　　他

随時
目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、それ
ぞれの地域で活動でき
るよう人材育成を進め
る。

月1回程度

小計

・月1回「クリーン大作戦」という館内外清掃をおこなった。参加する子どもや
人数に合わせ内容を変え、誰もが「やって良かった」「頑張ってやり遂げた」
という達成感を味わえるよう心掛けた。毎回自主的に参加する子どもが大
勢だった。

4

35 18

44

12

60

7

11



ねらい 実施回数 実施回数

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・
評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

参加人数 参加人数

乳幼児 0

小学生 9

中高生 8

大人 0

乳幼児 24

小学生 1

中高生 7

大人 22

乳幼児 13 乳幼児 24

小学生 6 小学生 10

中高生 27 中高生 15

大人 10 大人 22

乳幼児 11

小学生 1

中高生 0

大人 18

乳幼児 67

小学生 0

中高生 0

大人 101

乳幼児 103 乳幼児 78

小学生 0 小学生 1

中高生 0 中高生 0

大人 113 大人 119

中
高
生
事
業

1

【中高生の居場所事業】
・学習スペース
・中高生ハローワーク
・中高生会議

長期休暇

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげてい
くため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

12

4 11

・中高生会議では、“児童センターにもっと中高生が遊びに来られるようにす
るにはどうしたら良いか？”を話し合った。25年度はバスケをしに来る中学
生が多かったので、バスケゴールのネットやボールの充実が議題に上がっ
た。出た意見を26年度反映していきたい。
・2階工作室を学習スペースとし、主に長期休みに開放している。小学生の
利用がほとんどだが、おたより等で告知し、中高生の利用も促していきた
い。
・中高生会議において「中高生ハローワーク」事業を提案したが、反応が今
一つだった為、25年度の開催は見送った。子ども達のニーズを受け止め、
興味の持てる企画にできるよう相談を重ねていきたい。

・中高生が乳幼児と触れ合うことで、“育てて貰った事への感謝”“小さい子
への思いやり”の機会になる事を目指した。普段関わる事のない乳幼児に
最初はとまどいながらも、「可愛かった」「一緒に遊ぶ事で距離が近づいた」
と貴重な経験となったようだった。

17

【ふれあい事業】
・乳幼児水遊び

8月7日
・

8月8日

14

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

の
推
進

1

【相談業務】
・子育て相談日
・なんでも相談日

月2回程度

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓口
として相談を受ける。イ
ンターネットによる相談
受付や専門員による相
談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児
童委員・保健センター・
子育て支援センターと
の連携を図る。

小計

・月1回「子育て相談日」を設けている他、いつ・誰でもが相談しやすい雰囲
気を大切にした。
・25年度他機関に繋ぐ内容の相談はなかったが、主任児童委員を始め、
日々連携を図っている。26年度も続けていきたい。

【子育て講演会等】
・子育て講座
・子育てサークル支援

月1回程度

・子育て中のママが趣味を持ち寄り、楽しく交流しながら趣味や友達の輪を
広げる「MAMAはパワフル!!」という企画を実施した。入園準備シーズンには
“おしゃべり雑巾縫い”を企画し、園の情報交換をしながら楽しく準備を進め
る内容が好評だった。
・笠原児童館にて「地域をつなぐ防災体験講座～災害から子ども達を守る
為に～」を川南児童館で合同開催した。脇之島地区からも参加された方が
みえ、すぐできる防災スリッパや非常食に驚きの声が上がった。

24

5 11

小計 45 35
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ねらい 実施回数 実施回数

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・
評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

参加人数 参加人数

乳幼児 28

小学生 29

中高生 0

大人 40

乳幼児 3

小学生 1

中高生 0

大人 2

乳幼児 152

小学生 92

中高生 32

大人 272

乳幼児 1

小学生 29

中高生 0

大人 2

乳幼児 168 乳幼児 184

小学生 280 小学生 151

中高生 27 中高生 32

大人 389 大人 316

乳幼児 0

小学生 0

中高生 0

大人 0

乳幼児 5 乳幼児 0

小学生 35 小学生 0

中高生 10 中高生 0

大人 263 大人 0

 

・「パパはCHEERFUL!!」という父子が対象の遊びの企画をおこなった。内容
も運動や燻製料理、革細工のようにお父さんが生き生きと活動できるように
した。中には初来館の方も多く見え、児童センターを知って貰う良い機会に
なった。

【祖父母の孫育て支援】
・グランパグランマ応援団

【移動児童館】
・楽市楽座
・ラジオ体操
・ワーカーズ杯

【企画事業】
・利用者懇談会
・地域懇談会

1月25日

・日頃から児童センターを利用している子ども達にアンケートを実施し、「ど
んな児童センターが楽しいか」を聞き、楽しい児童センターをどうやって作っ
ていくかを考えた。今後は回数を増やし、できるだけたくさんの意見を集め
たい。

・「グランパグランマ応援団」と称し、祖父母の孫育て支援をおこなった。地
域柄、長期休みには里帰りの方が多く、遊ぶ環境の整った児童センターへ
祖父母とお孫さんにたくさん足を運んで頂いた。26年度も長期休みを狙い
目に、楽しい企画を準備していきたい。

4

1
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業

2

【イクメン事業】
・パパはCHEERFUL!!

4月14日
6月9日
8月31日
2月2日

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。月1回程度

・セラミックパークでおこなわれた「楽市楽座」のゲームコーナーへ多くの親
子が来場され、児童センターのPRができた。
・平和マレットゴルフ場にておこなわれた「ラジオ体操」にも連日の参加が
あった。

4 11

9月8日

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し

て
く
だ
さ
い

）

2

【フォーラム】
・子育てフォーラム

小計 1926

-

特定非営利活動法人ワーカーズコープが毎年開催している「子育てフォー
ラム」を、25年度は「子ども・若者フォーラム」をテーマとして当事者参加型の
フォーラムを開催したが、県外で行った為、自主事業とならなかった。

0

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。

小計 2 0

4

※　「年度評価欄」は、次の内容で記入。
・２４年度　１：取消等を検討、２：不備が目立つ、３：若干不備あり、４：良好、５：期待以上
・２５年度　期待以上：15～12点例年通り：11～9点、例年よりやや劣る：8～7点、例年より劣る：6～3点例年よりかなり劣る　2～0点

13

1


